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先
代
、
円
歌
師
匠
の
落
語
に
「
取
次
ぎ
電
話
」
と

言
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
電
話
を
借
り
に
来
た
人
た

ち
の
人
間
模
様
が
お
か
し
く
、
笑
っ
た
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。
一
般
家
庭
に
は
ま
だ
電
話
の
普
及
し
て
い

な
い
頃
で
、
近
所
の
家
に
で
も
あ
れ
ば
、
交
渉
し
て

電
話
の
取
次
ぎ
を
承
知
し
て
も
ら
う
わ
け
で
す
。

　

食
事
中
で
も
、
誰
だ
れ
を
呼
び
出
し
て
く
だ
さ
い

と
電
話
が
き
た
り
、
ち
ょ
っ
と
お
借
り
し
た
い
の
で

す
が
と
、
予
期
も
し
な
い
時
間
に
家
の
中
に
上
が
り

込
ん
で
く
る
の
で
す
か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
す
が
、
あ
ま
り
気
に
な
ら

な
い
時
代
で
し
た
。

　

厚
か
ま
し
い
人
は
、
他
人
の
電
話
番
号
を
名
刺
に

印
刷
し
て
、
こ
の
番
号
に
か
け
て
く
れ
れ
ば
通
じ
ま

す
な
ど
、
ち
ゃ
っ
か
り
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
今
で
は
電
話
機
を
個
人
で
持
っ
て
、
移
動

で
き
る
の
で
す
か
ら
驚
き
で
す
。

　

外
出
先
で
公
衆
電
話
を
探
す
こ
と
も
な
く
、
ま
こ

と
に
便
利
な
も
の
で
、
そ
の
他
の
機
能
も
沢
山
あ
り

ま
す
が
、
私
に
は
余
計
な
付
属
品
に
思
え
ま
す
。

　

つ
ま
り
電
話
機
は
昔
か
ら
通
話
だ
け
に
使
用
す
る

も
の
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
ん
な
考
え
は
時
代
遅
れ
で
し
ょ
う
か
、
私
と
同

意
見
の
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

県
民
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委
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委
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２００５ №６４２５

「表現する喜びを味わってほしい」藤野町在住の俳優・柳田ありすさんは、地域の母親たちと「ふじのキッズシアター」を２００１年
に立ち上げ、演技指導を行っている。ここは、何を表現しても間違っていてもいい、子どもたちの心が解放される場。「心を豊かに使
い、身体を、声を使って表現する、それが演劇の醍醐味」「年１回の公演に向け、１つの劇を皆で作りあげる、その一人ひとりのプロ
セスがとても大切。最初は全然言えなかった子の一言、すごく感動しました」と語る柳田さんは輝いていた。（写真・文　菊地信夫）
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　福祉用具と住宅改修は、様々な身体の状況等により、自立した生活を送れない場合に導入する生活支援の一
つの手段と言えます。介護保険制度の開始とともに利用実績が急増し、今や自立支援や社会参加に欠かせない
重要なものとなっています。
　かながわともしびセンターでは、県域の福祉用具・住宅改修の専門相談に取り組んできた中で「必ずしも本
人の身体に合ったものが届いていない」ということが分かり、全国的な福祉用具等の開発や普及等を行ってい
る（財）テクノエイド協会の助成金により、福祉用具等適合相談体制検討委員会（以下、「委員会」）を設置し、問
題解決の方策等の検討を重ねてきました。このたび報告書がまとまりましたので、その概要をご紹介します。

必要な人に本当に必要なものが届くために
～福祉用具等適合相談体制検討委員会報告書まとまる～

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
先
ず
福
祉
用
具

・
住
宅
改
修
等
の
相
談
の
実
態
と
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

現
在
身
近
な
公
的
相
談
の
窓
口
と
し

て
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
町

村
の
介
護
保
険
等
の
相
談
窓
口
が
あ
り
、

広
域
で
は
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
関
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
、
市
町
村
に
対
す
る
電
話

調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
理
学
療
法

士
（
以
下
、「
Ｐ
Ｔ
」）
や
作
業
療
法
士

（
以
下
、「
Ｏ
Ｔ
」）
に
よ
る
福
祉
用
具

等
の
専
門
相
談
を
実
施
し
て
い
る
の
は

県
内
三
十
五
市
町
村
（
政
令
指
定
都
市

を
除
く
）
中
一
カ
所
、
建
築
士
に
よ
る

住
宅
改
修
専
門
相
談
を
実
施
し
て
い
る

の
は
、
八
カ
所
の
み
で
し
た
。

　

公
的
な
専
門
相
談
窓
口
が
少
な
い
理

由
に
は
、
介
護
保
険
制
度
が
市
場
原
理

に
基
づ
く
契
約
制
度
で
あ
る
と
い
う
点

か
ら
、
福
祉
用
具
等
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

一
つ
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
相
談
に

の
り
解
決
す
る
こ
と
に
過
大
な
期
待
が

あ
る
こ
と
や
、財
政
状
況
が
厳
し
い
折
、

Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
等
の
専
門
職
を
配
置
す
る

こ
と
が
困
難
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
身
体
状
況
と
福
祉
用
具
等
を

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
技
術
（
適
合
）

は
高
度
な
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
た

め
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
福
祉
用
具
専

門
相
談
員
は
も
と
よ
り
、
適
合
専
門
人

材
と
し
て
最
も
期
待
さ
れ
る
Ｐ
Ｔ
や
Ｏ

Ｔ
で
す
ら
本
来
的
な
適
合
技
術
を
持
つ

人
が
少
な
い
現
状
が
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
や
Ｏ

Ｔ
の
資
質
向
上
に
向
け
た
研
修
会
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
策
定
や
相
談
体
制
の
整
備
が

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
が
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
研
修
を
受
講
し
て
も
、
全
て
の
相

談
ケ
ー
ス
に
か
か
わ
る
こ
と
は
現
実
的

に
は
不
可
能
で
あ
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
や
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
、
Ｐ
Ｔ
・

Ｏ
Ｔ
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
最
大

限
発
揮
す
る
中
で
密
接
に
連
携
を
図
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

特集

現
状
の
相
談
窓
口
や
専
門
職
で
は
対
応

困
難

Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　

Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
の
養
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
現
状
は
、
養
成
校
で
の
卒
業
前
の

教
育
と
し
て
基
本
的
な
福
祉
用
具
・
住

宅
改
修
に
関
連
す
る
も
の
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
卒
業
後
は
、
福
祉
用
具
の

説
明
等
に
重
点
を
置
い
た
「
福
祉
用
具

プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
」
の
自
主
的
な
受
講

や
、
移
乗
や
住
宅
改
修
な
ど
幾
つ
か
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
学

ぶ
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
用
具
等
の
適
合
に
お
い
て
は
、

障
害
を
持
っ
た
身
体
の
動
き
や
福
祉
用

具
の
特
性
、
介
助
者
能
力
や
住
環
境
等

と
合
わ
せ
る
知
識
や
技
術
が
重
要
で
、

こ
れ
ら
に
基
づ
い
た
福
祉
用
具
等
の
選

択
方
法
や
使
用
方
法
を
学
ぶ
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
知
識
や

技
術
は
現
状
で
は
十
分
に
整
理
さ
れ
て

い
る
と
は
言
え
ず
、
こ
う
し
た
内
容
の

研
修
を
本
格
的
に
実
施
す
る
に
は
、
か

な
り
膨
大
な
時
間
を
要
し
、
ま
た
、
業

務
に
就
き
な
が
ら
受
講
で
き
る
よ
う
な

配
慮
が
必
要
で
、
こ
う
し
た
視
点
を
ふ

ま
え
て
の
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
キ

ー
ム
（
基
本
的
な
枠
組
み
）
が
図
１
の

よ
う
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

相
談
の
フ
ロ
ー
と
関
連
専
門
職
の
役
割

分
担

＜　図　１　＞

◎　起居　� ①体の動き＋②用具＋③介助動作　
◎　移乗　� ①体の動き＋②用具＋③介助動作
◎　移動　� ①体の動き＋②用具＋③介助動作＋④環境（住環境のみでない）
◎　排泄　� ①体の動き（コンチネンス）＋②環境＋③用具＋④介助動作
◎　入浴　� ①体の動き＋②環境と用具（同時）＋③介助動作
◎　コミュニケーション　� ①（認知＋体の動き）＋②用具
◎　褥瘡　� ①体の動き＋②用具＋③介助動作
◎　住宅改修　� ①建物+②人の動き＋③用具

　　　　　　　　　　　社会性を獲得するためのアクセシビリティ（外出）
△　整容・食事（自助具）　� ①体の動き＋②用具
△　更衣（靴等含）　� ①体の動き＋②用具＋③介助動作

優
先
順
位
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特集

残
さ
れ
た
課
題

　

そ
こ
で
、
適
合
相
談
の
流
れ
と
各
場

面
で
中
心
的
に
役
割
を
担
う
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
専
門
職
種
の
組
み
合
わ
せ
の

イ
メ
ー
ジ
を
、
図
２
に
示
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
単
に
問

題
を
発
見
し
、
他
の
専
門
職
種
に
つ
な

げ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
責
任
を
持
つ
と
い

う
立
場
か
ら
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
必
要
が
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
は
ケ
ア

プ
ラ
ン
等
の
個
別
支
援
計
画
の
評
価
や

適
合
判
定
、
使
用
方
法
の
指
導
、
試
用

評
価
の
場
面
を
中
心
的
に
担
う
と
整
理

し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

適
合
相
談
体
制
は
重
層
的
な
仕
組
み
が

重
要

二
次
圏
域
で
の
整
備
は
難
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、「
厚
木
医
療
福

祉
連
絡
会
」（
事
務
局　
厚
木
医
師
会
）

が
モ
デ
ル
的
に
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
部

会
」「
リ
ハ
ビ
リ
部
会
」
等
、
関
連
す
る

専
門
職
種
部
会
を
組
織
し
、
日
常
的
に

関
係
自
治
体
や
機
関
・
団
体
等
と
連
携

を
取
り
始
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
イ

ン
フ
オ
ー
マ
ル
な
活
動
の
中
で
福
祉
用

具
・
住
宅
改
修
等
の
適
合
に
向
け
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
二
次
圏
域
で
も
問
題
解
決
で

き
な
い
高
度
に
専
門
的
な
対
応
を
す
る

た
め
に
、
県
域
の
「
福
祉
用
具
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
す
る
こ
と
が
理

想
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
者
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

は
、
先
ず
Ｐ
Ｔ
や
Ｏ
Ｔ
な
ど
の
関
連
専

門
職
の
チ
ー
ム
形
成
が
と
て
も
重
要

で
、
そ
の
上
で
、
専
門
職
と
相
談
窓
口

の
有
機
的
な
連
携
に
よ
る
重
層
的
な
仕

組
み
の
構
築
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

本
報
告
書
で
は
、
多
職
種
連
携
に
よ

る
重
層
的
な
適
合
相
談
体
制
の
構
築
に

向
け
て
の
展
望
と
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
キ
ー

ム
を
ま
と
め
ま
し
た
が
、
一
番
大
切
な

こ
と
は
実
際
の
問
題
解
決
に
向
け
て
、

い
か
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
踏
み
出
す
か

に
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
向
け
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
実
際
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
ど
う
策
定
し
実
行
す
る
の
か
。

そ
し
て
養
成
し
た
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
を
実
際

に
活
用
す
る
仕
組
み
を
ど
う
構
築
し
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
厚
木
医
療
福
祉
連

絡
会
の
よ
う
な
イ
ン
フ
オ
ー
マ
ル
な
活

動
と
ど
う
関
わ
れ
ば
、
実
際
に
福
祉
用

具
と
住
宅
改
修
等
の
適
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
動
き
出
す
の
か
等
を
早
急
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
適
合
相
談
体
制
の
構
築
が

福
祉
用
具
等
の
適
正
給
付
に
も
つ
な
が

る
こ
と
を
理
解
し
、
市
町
村
行
政
が
新

た
な
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
等

を
中
心
と
し
た
適
合
の
相
談
体
制
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
に
な

り
ま
す
。　
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
普
及
課
）

＜　図　３　＞
想定される機関内　　　　容圏　　域

県リハビリテーション
支援センター　　　　
ともしびセンター　　

福祉用具相談・支援センター
（福祉用具開発評価相談・
支援センター）　　　　

県　域

↑　相談・技術支援　↓

地域リハ連絡会　　　
介護保険事業者連絡会

「福祉用具相談・支援センター」

２次医療圏域
（保健福祉圏域）
（人口２０～３０万人
規模）　　　　

↑　相談・技術支援　↓

「地域包括支援センター」等
日常生活圏域

（人口２万人規模）

＜　図　２　＞

①生活ニーズ発見、身体状況・介護環境・住環境のアセスメン
ト＜ケアマネ・ＣＷ・看護師等＞

�

②ケアプラン等個別支援計画の作成＜ケアマネ等：具体的なサ
ービス計画、用具等位置づけ＞

�

③個別支援計画の評価（身体機能・用具等・介護力等のアセス
メント）＜ＰＴ・ＯＴ＞

�

④適用（プランニング）
　　ア．適合判定＜医師・ＰＴ・ＯＴ＞　
　　イ．設計・製作＜リハエンジニア・義肢補装具士・建築士＞
　　ウ．選定・操作方法指導＜福祉用具専門相談員・福祉用具

プランナー＞
　　エ．使用方法指導＜ＰＴ・ＯＴ＞

�

⑤試用（事業者または公設展示場）
�

⑥試用評価＜ＰＴ・ＯＴ・看護師等＞
�

⑦調整・改良・改造＜福祉用具専門相談員・リハエンジニア・
義肢補装具士・建築士＞

�

⑧導入＜ケアマネ・ＣＷ等＞
�

⑨点検・保守＜事業者等＞
�

⑩モニタリング（導入後の個別支援計画評価）＜ケアマネ・Ｃ
Ｗ・看護師等＞～再び①へ

　

委
員
会
で
は
、「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
仮
称
）」
構
想
な
ど
の
今
後
の

施
策
動
向
等
を
踏
ま
え
、
図
３
に
よ
り

本
県
に
お
け
る
三
層
構
造
の
適
合
相
談

体
制
を
展
望
し
ま
し
た
。

　

適
合
相
談
体
制
を
考
え
る
際
に
は
、

先
ず
利
用
者
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
対
応

す
る
仕
組
み
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
圏
域
に
人
口
二
万
人
規

模
を
想
定
し
た
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
等
を
整
備
し
、
そ
こ
で
解
決
で

き
な
い
問
題
は
二
次
医
療
圏
域
（
人
口

二
十
万
〜
三
十
万
人
規
模
）
に
「
福
祉

用
具
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
治
体
は
財
政
的

に
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
特
に
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発
達
障
害
者
支
援
法
施
行
さ
れ
る

　

発
達
障
害
と
は
、
自
閉
症
、
学
習
障

害
（
Ｌ
Ｄ
）、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害

（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
な
ど
、
生
ま
れ
つ
き
な

い
し
は
生
後
初
期
に
、
何
ら
か
の
脳
の

器
質
的
な
問
題
に
よ
っ
て
発
達
に
偏
り

や
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
で
起
こ
る
と
さ

れ
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
が
平
成
十
四
年
度
に
行

な
っ
た
全
国
調
査
に
よ
れ
ば
、
小
・
中

学
生
の
六
％
に
何
ら
か
の
発
達
障
害
が

あ
る
可
能
性
が
強
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
発
達
障
害
の
支
援
を
考
え
る
議
員

連
盟
」
は
、
昨
年
九
月
四
日
、
自
閉
症

な
ど
の
「
発
達
障
害
」
に
対
す
る
早
期

発
見
・
支
援
に
つ
い
て
定
め
る
「
発
達

障
害
者
支
援
法
案
」
を
、
秋
の
臨
時
国

会
に
提
出
し
、
十
二
月
三
日
の
参
議
院

本
会
議
に
お
い
て
、
議
員
立
法
に
よ
る

「
発
達
障
害
者
支
援
法
」
が
全
会
一
致

で
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

　

支
援
法
に
お
け
る
主
な
要
旨
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
国
・
地
方
公
共
団
体
の
責
務
（
早
期

発
見
や
就
学
前
お
よ
び
学
校
教
育
等
で

の
発
達
支
援
。
就
労
、
地
域
社
会
に
お

け
る
生
活
や
家
族
に
対
す
る
適
切
な
支

援
。
福
祉
、
教
育
、
保
健
・
医
療
等
の

担
当
部
局
等
の
緊
密
な
連
繋
と
、
警
察

・
消
費
生
活
部
局
等
と
の
間
の
協
力
体

制
の
整
備
）、
○
早
期
の
発
達
支
援
（
医

学
的
・
心
理
学
的
判
定
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
市
町
村
は
選
定
医
療
機
関
、
発

達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
）、

○
保
育
（
他
の
児
童
と
共
に
健
全
な
発

達
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
）、
○
教
育

（
年
齢
・
能
力
・
障
害
の
状
態
に
応
じ

て
十
分
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

支
援
）、
○
放
課
後
事
業
（
市
町
村
は
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
〈
注
「
児

童
館
・
学
童
ク
ラ
ブ
」
等
〉
利
用
機
会

の
確
保
を
図
る
た
め
の
適
切
な
配
慮
）、

○
生
活
支
援
（
地
域
で
の
自
立
生
活
を

営
め
る
よ
う
、必
要
な
訓
練
の
実
施
や
、

共
同
生
活
を
行
う
住
居
〈
注
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
〉
の
確
保
）、
○
権
利
擁
護
（
発

達
障
害
者
の
権
利
利
益
が
損
な
わ
れ
な

い
よ
う
、
権
利
擁
護
の
適
切
な
支
援
）、

○
人
材
の
確
保
（
国
・
地
方
公
共
団
体

は
、
福
祉
・
教
育
等
の
職
員
に
つ
い
て
、

専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
を
確
保
）

　

な
お
、
本
県
に
お
い
て
は
、
四
月
一

日
に
、「
神
奈
川
県
発
達
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
か
な
が
わ
Ａ（
え
ー
す
）」（
県

立
中
井
や
ま
ゆ
り
園
に
附
置
）
が
、
発

達
障
害
を
有
す
る
障
害
児
者
の
総
合
的

支
援
を
行
う
機
関
と
し
て
開
所
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
か
な
が
わ
Ａ
（
え
ー
す
）
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://www.pref.kanagawa.jp/osi
rase/１３

/１３５６
/nakaya/sienc.htm

神
奈
川
県　

次
世
代
育
成
地
域
行
動
計
画
を
策
定

　

平
成
十
五
年
七
月
に
「
次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、
都

道
府
県
に
対
し
て
、
地
域
に
お
け
る
子

育
て
の
支
援
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
や

か
な
成
長
に
資
す
る
教
育
環
境
の
整
備

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
策
定
計
画
を
作
る

こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
受

け
て
、
神
奈
川
県
は
「
か
な
が
わ
ぐ
る

み
・
子
ど
も
家
庭
応
援
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
平
成
十
七
年
か
ら
二
十

一
年
度
ま
で
の
五
カ
年
で
、
三
つ
の
基

本
目
標
の
も
と
に
、
特
に
緊
急
性
の
高

い
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
十
の

重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
位
置
付
け
、
取
り

組
み
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
め
ざ
す
将
来
像
と
し
て
は
、

子
育
て
中
や
子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
い

う
県
民
誰
も
が
、
安
心
・
ゆ
と
り
・
喜

び
を
持
っ
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
が
尊
重
さ
れ
、
個
性
と
能
力
を
い
か

し
て
自
立
し
た
大
人
と
し
て
成
長
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

な
ど
、
県
民
が
性
別
・
世
代
を
超
え
て
、

企
業
や
団
体
な
ど
と
と
も
に
社
会
全
体

と
し
て
未
来
を
支
え
る
次
世
代
の
育
成

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
計
画
の
目
標
数
値
と
し
て

は
、
特
に
県
立
高
校
生
の
地
域
貢
献
活

動
の
参
加
割
合
を
一
〇
〇
%
に
推
進
す

る
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
や
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
増
な
ど

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

◆
県
次
世
代
育
成
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://www.pref.kanagawa.jp/osirase
/kodom

okatei/keikaku/index.htm

重点プログラム
①次世代育成支援推進のための県民運動に関
するプログラム
　（取組みの主な対象：県民）

②子どもの安全に関するプログラム
　（取組みの主な対象：子ども）

③児童虐待の防止に関するプログラム
　（取組みの主な対象：子育て家庭）

④幼稚園・保育所・小学校等との連携による幼
児の教育・保育の充実に関するプログラム
　（取組みの主な対象：就学前の幼児）

⑤小学生の放課後対策に関するプログラム
　（取組みの主な対象：小学生）

⑥確かな学力の向上と豊かな人間性や社会性
をはぐくむ教育の充実に関するプログラム
　（取組みの主な対象：小学生・中学生・高校
　　生等）

⑦若者の自立・就業支援に関するプログラム
　（取組みの主な対象：中学生～概ね３０代前半 
　　の若者）

⑧企業の次世代育成支援に関するプログラム
　（取組みの主な対象：企業）

⑨子育ての経済的負担軽減策のあり方に関す
るプログラム
　（取組みの主な対象：子育て家庭、国）

⑩次世代育成支援対策推進のための条例制定
に関するプログラム
　（取組みの主な対象：県民、企業・団体、子
　　育て家庭）
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読�
者�
の�

〜
介
護
す
る
人
に
も
ケ
ア
を
〜

　

九
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
祖
母
は
、

最
後
の
数
年
間
は
介
護
状
態
で
し
た
。

娘
の
叔
母
が
親
戚
の
助
け
を
借
り
つ
つ
、

在
宅
で
看
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
疲
労

困
ぱ
い
ぶ
り
は
傍
目
に
も
痛
々
し
く
、

介
護
は
つ
く
づ
く
個
人
の
手
に
余
る
と

痛
感
し
ま
し
た
。
祖
母
が
他
人
の
手
を

借
り
る
こ
と
を
嫌
う
の
で
、
朝
か
ら
晩

ま
で
一
緒
、気
が
安
ま
る
こ
と
は
な
く
、

大
き
な
負
担
が
の
し
か
か
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
叔
母
が
一
番
喜
ん
だ
介
護
サ

ー
ビ
ス
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
し
た
。

こ
の
時
だ
け
は
友
人
と
電
話
で
お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
、
趣
味
の
レ
ー
ス
編
み
に

熱
中
し
た
り
、
介
護
か
ら
開
放
さ
れ
、

自
分
の
時
間
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。
介
護
と
い
う
と
、
高
齢
者

に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
す
が
、
私
の

目
を
と
ら
え
た
の
は
叔
母
で
し
た
。

　

介
護
は
赤
ん
坊
の
世
話
と
比
べ
、
面

倒
を
み
る
側
の
負
担
が
ず
っ
と
重
い
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
赤
ん
坊
は
行
動
範
囲

が
狭
く
、
プ
ラ
イ
ド
も
未
熟
で
す
が
、

高
齢
者
は
一
人
で
行
動
で
き
る
上
、

「
人
の
世
話
に
な
り
た
く
な
い
」
と
考

え
る
人
も
多
く
い
ま
す
。「
な
ぜ
私
ば

か
り
が
こ
ん
な
思
い
を
…
」
と
い
う
思

い
を
抱
え
、
日
々
苦
闘
す
る
介
護
者
が

ど
れ
ほ
ど
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
虐
待
の
背
景
に
は
、
こ
う
し

た
介
護
者
の
ス
ト
レ
ス
が
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
、
介
護
者
の
負
担
に
目
が
向
け

ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

介
護
者
も
た
ま
に
は
息
抜
き
を
し
な
け

れ
ば
、
不
満
や
責
任
感
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

現
在
、
介
護
す
る
家
族
同
士
が
交
流

す
る
動
き
が
出
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
在
宅
介
護
は

家
庭
内
の
問
題
ゆ
え
、
他
人
に
相
談
で

き
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
相
手

が
同
じ
立
場
の
人
な
ら
悩
み
も
話
し
や

す
い
し
、
相
互
理
解
も
進
み
ま
す
。

　

介
護
者
へ
の
心
と
体
の
ケ
ア
が
、
も

っ
と
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
志
田
玲
子
）

NEW
＆

TOP

　NEWS
＆　

TOPICS　　　

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
経
営
相
談
室

　

福
祉
施
策
の
見
直
し
が
図
ら
れ
て
い

る
昨
今
、
社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉

施
設
に
お
い
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提

供
主
体
と
し
て
、
多
様
化
す
る
福
祉
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
、
ま
た
、
従
来
事
業
の
底
上
げ
を
図

る
取
り
組
み
も
、
改
め
て
捉
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
社
会
福
祉
施
設
を
経
営

す
る
法
人
、
福
祉
施
設
の
相
談
窓
口
と

し
て
、「
福
祉
施
設
経
営
相
談
室
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
室
で
は
経
験
豊
富
な
経
営
指
導

員
、
特
別
相
談
員
が
総
合
的
な
視
点
か

ら
法
人
経
営
・
施
設
運
営
に
つ
い
て
の

相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

（
新
型
特
養
の
整
備
、
サ
ー
ビ
ス
評
価

〈
含
む
第
三
者
評
価
〉、
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
へ
の
対
応
、人
事
考
課
制
度
、

業
務
効
率
化
に
向
け
て
の
対
応
な
ど
）

　

ま
た
、
次
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
各

分
野
の
専
門
家
の
協
力
を
得
て
、
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
。（
相
談
料
は
初

回
の
み
無
料
。
相
談
時
間
は
二
時
間
ま

で
と
な
り
ま
す
）

　

�
経
営
、
会
計
相
談
（
厚
生
労
働
省

や
全
社
協
の
各
種
委
員
会
委
員
等
の
経

験
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
）

　

�
法
律
相
談（
本
会
顧
問
弁
護
士
が
、

利
用
者
と
の
契
約
、
雇
用
問
題
な
ど
の

法
律
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
）

　

�
会
計
、
税
務
相
談
（
福
祉
施
設
の

会
計
事
務
を
手
が
け
る
税
理
士
事
務
所

ス
タ
ッ
フ
が
、
新
会
計
基
準
な
ど
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
）

　

�
建
築
相
談
（
数
々
の
福
祉
施
設
や

病
院
の
設
計
を
手
が
け
た
ス
タ
ッ
フ

が
、
新
築
や
改
築
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す
）

　

な
お
、
本
会
Ｈ
Ｐ
に
お
い
て
、「
社
会

福
祉
法
人
等
の
Ｑ
＆
Ａ
」
を
設
け
、
相

談
事
例
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を
厳
守
い

た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
福
祉
施
設
経
営
相
談
室

�　

－

　

－

８
７
３
０（
相
談
室
直
通
）

０４５

３１１

法人・施設運営のあらゆる　に応えます。

福祉施設経営指導事業のご案内
　本会会員法人・施設の皆様の適正で安定的な経営と利用
者の処遇向上を目指し、専門家による助言・指導援助・相
談等を行い、福祉施設全般の資質の向上を図ります。お気
軽にご相談ください。

～相談窓口のご案内～

一般相談　福祉施設経営相談員による社会福祉法人、施設全般に関する相談
　　　　　月曜日～金曜日（１０時～１６時）
　　　　　来所または、電話による相談に随時対応いたします。（訪問相談可）
特別相談　弁護士・税理士による法律／会計・税務相談（事前予約制）等
　　　　　相談者の希望により日程調整いたします。

秘密厳守　相談助言・指導援助等

無　　料　（但し、特別相談は初回のみ無料。）相談料

内　容

相談日
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県
社
協
の�

「
？
？
？
」か
ら「
な
る
ほ
ど
」に

〜
小
学
生
の
自
助
具
体
験
〜

　

三
月
中
旬
、
松
田
町
立
松
田
小
学
校
の
四
年
生
を

対
象
と
し
た
特
別
授
業
に
お
い
て
、
か
な
が
わ
と
も

し
び
セ
ン
タ
ー
職
員
が
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
の

日
常
生
活
を
快
適
に
し
て
い
く
た
め
に
役
立
つ
自
助

具
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
授
業
は
、
本
年
一
月
に

本
セ
ン
タ
ー
が
自
助
具
の
展
示
を
行
っ
た
、
松
田
町

社
協
主
催
の
「
あ
っ
た
か
ふ
く
し
ま
つ
り
」
に
参
加

し
た
同
校
の
小
学
生
か
ら
、「
自
助
具
に
つ
い
て
も

っ
と
知
り
た
い
」
と
い
う
質
問
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
本
セ
ン
タ
ー
の
自
助
具
工
房
で
製
作
し

た
自
助
具
を
持
参
し
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質
問
に

答
え
な
が
ら
、
実
際
に
自
助
具
を
使
っ
て
み
る
な
ど

体
験
を
交
え
て
の
授
業
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
が
考
え
た
自
助
具
の
発
表
も
あ
り
、
日
用

品
を
少
し
工
夫
し
た
も
の
か
ら
『
夢
の
福
祉
用
具
』

ま
で
、
斬
新
な
発
想
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
自
助
具
の
種
類
や
使
い
方
を
知
る
だ
け
で

な
く
、
障
害
の
あ
る
方
々
の
生
活
の
工
夫
へ
の
素
直

な
驚
き
や
、
実
際
に
使
っ
て
い
る
方
の
声
を
聴
く
こ

と
の
大
切
さ
や
新
し
い
発
見
な
ど
、
感
じ
る
こ
と
が

と
て
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

後
日
送
ら
れ
て
き
た
感
想
文
に
は
、「
み
ん
な
が

『
こ
ん
な
の
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
』
な
ど
と
思
っ
て

作
れ
ば
自
助
具
の
一
つ
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
た
」「
ど
う
す
れ
ば
人
に
役
立
つ
物
が
で
き
る
の
か

教
え
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
実
り
あ
る
時

間
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

か
な
が
わ
と
も
し
び
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も
学
校

や
地
域
な
ど
で
福
祉
用
具
等
の
学
習
や
体
験
を
支
援

し
、
障
害
の
あ
る
方
々
へ
の
理
解
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
普
及
課
）

　

高
齢
者
福
祉
施
設
等
の
現
場
で
構
築
さ
れ
る
実
践

的
活
動
の
成
果
を
発
表
し
あ
い
、
こ
の
神
奈
川
か
ら

新
し
い
介
護
の
形
を
発
信
し
よ
う
と
、
実
行
委
員
会

方
式
で
平
成
十
四
年
度
か
ら
か
な
が
わ
老
人
福
祉
研

究
発
表
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
年
参
加
者
や

研
究
発
表
が
拡
大
し
、
身
体
拘
束
廃
止
や
排
泄
改

善
、、
食
事
や
生
活
環
境
の
改
善
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等

の
在
宅
高
齢
者
へ
の
支
援
な
ど
、
多
様
な
内
容
が
こ

れ
ま
で
三
回
の
大
会
で
計　

題
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

２３２

こ
れ
だ
け
多
く
の
発
表
が
集
ま
っ
た
の
は
、
高
齢
者

高
齢
者
介
護
の
新
し
い
か
た
ち
を
発
信
す
る

〜
か
な
が
わ
老
人
福
祉
研
究
大
会
か
ら
〜

介
護
に
関
わ
る
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
り
、「
課

題
解
決
に
向
け
た
日
々
の
実
践
こ
そ
介
護
の
専
門
性

を
高
め
る
貴
重
な
発
表
と
な
る
」
と
い
う
思
い
を
込

め
、
誰
も
が
応
募
で
き
る
大
会
に
し
よ
う
と
呼
び
か

け
て
き
た
こ
と
か
ら
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
見
る
も
の
、
聞
く
も
の
の
刺
激

が
あ
り
、
発
表
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ
と
考

え
な
が
ら
よ
り
よ
い
方
向
を
求
め
て
い
る
事
が
わ
か

り
、
励
み
に
な
っ
た
」「
業
務
中
心
で
な
く
、
利
用
者

の
た
め
の
介
護
に
取
り
組
む
施
設
の
多
さ
に
驚
き
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
時
間
や
業
務
に
追
わ
れ
て
い
る
な

ど
と
理
由
づ
け
て
い
た
が
、
少
し
ず
つ
で
も
出
来
る

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
直
す
こ
と
が
で

き
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
、
数
多
く
の
反
響

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
よ
り
良
い
高
齢
者
介
護
の
在

る
べ
き
姿
を
探
求
す
る
、
そ
の
思
い
が
施
設
・
事
業

者
間
を
越
え
て
、
横
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
介
護
福
祉
士
養
成
校
連
絡
協
議
会
と
も

連
携
し
、
学
生
の
参
加
も
増
え
ま
し
た
。
次
の
目
標

は
市
民
の
方
の
参
加
で
す
。
四
月
よ
り
第
四
回
の
大

会
に
向
け
て
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
も
高
齢

者
福
祉
施
設
の
取
り
組
み
に
興
味
の
あ
る
方
の
多
く

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（社

会
福
祉
事
業
課
）

第
４
回
か
な
が
わ
老
人
福
祉
研
究
大
会

日
程　

平
成　

年
７
月　

日（
金
）

17

15

　
　
　

９
時　

分
〜　

時

30

17

会
場　

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
会
議
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

５
千
円

問
合
せ
・
申
し
込
み
�　

－

　

－

１
４
２
４

045

311

h
ttp
://w

w
w
.p
ro
g
re
ss.c

o
.jp
/m
e
m
b
e

rs/jin
sya
kyo
/to
p
ic
s/to

p
ic
s9
3
.h
tm
l

４年生の全クラス（９０名）が、自助具の目的や
役割を真剣に聞いていました
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　ボランティア活動に参加する高齢者が増えています。地域でもボ
ランティア講座が開かれ、多くの高齢者が参加し、修了後にグルー
プとして活動を続けるケースもあります。
　今回は、ボランティア講座等の修了生が集まりグループ活動を始
める時に感じる悩みなどについて、これまで当センターに寄せられ
た相談の中からみてみたいと思います。

シシシシシシシシシシシシシシニニニニニニニニニニニニニニアアアアアアアアアアアアアアボボボボボボボボボボボボボボラララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののの道道道道道道道道道道道道道道ののののののののののののののりりりりりりりりりりりりりりシニアボランティアへの道のり
～講座修了生が集まったけれど～かながわ長寿社会開

発センター�

高齢期の
健康と生

きがいづ
くり�いきいきはつらつ！
�

を応援す
るコーナ

ーです。
�

新しい仲間と、一から始めるなら…。
　講座の修了後、主催者や受講生の中から、「せ
っかくの機会、この後も一緒に活動を続けない
か」という呼びかけがある場合があります。
　もちろん新たにグループを作るより、既に同
様の活動をしているグループに参加すれば、そ
れまで培った経験、ノウハウの蓄積がありま
す。
　しかし、特に男性はシャイで、既存のグルー
プへの参加に抵抗やためらいを感じ、同じよう
なレベルの人と一から始めるならやってもいい
か、という思いがあるのも事実のようです。
　ですから、具体的な活動につなげるために
は、参加者の自主性に任せるだけではなく、も
う一歩踏み込んだ支援も必要となります。

思いは一つ�
　そして、グループとして活動を始めることに
なると、具体的な活動内容から運営方法まで、
いろいろなことが頭の中を巡り、「さあどうす
ればよいのか」と困惑してしまいます。
　しかし何よりもまず最初に直面するのが、集
まったメンバー一人ひとりの活動に対する思い
の違いです。
　「現役時代に培った技術や得意なことを活か
して、暇な時間に活動したい」「今までの恩返し

のつもりで積極的に活動したい」など、「時間の
ある時に楽しくやればいい」という人と、「しっ
かりとやっていきたい」という人と、大まかに
二つに分かれるようです。
　趣味の活動と違い、ボランティア活動では相
手がいることを考えなくてはなりません。
　リーダー役となった人も、「こんな状態で果
たして何ができるのだろうか」「この先グループ
としてうまく活動していけるのだろうか」と困
惑してしまいます。
　しかし、このような戸惑いを解決するにあた
って、これといった秘策がないのも事実です。
何度も話し合いを重ね、他のグループの事例を
聞いてみるなどをしながら、自分たちの状況で
できることを考えるしかないのです。
　また、自分たちでいろいろと考えていること
が、本当にそれでよいかどうか躊躇しているこ
ともあります。走りながら考え、気づき、修正
していくことも多くあるのです。

※　　　　　※
　活動に関心はあるが、自分にできるかどうか
迷っている人にとって、講座は具体的な参加へ
の大きなきっかけの場です。講座に参加した一
人ひとりの活動への関心が薄れないうちに、具
体的な活動参加へと結びつくような支援が必要
なようです。

第
四
回
か
な
が
わ
シ
ル
バ
ー
美
術
展 

開
催　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
の
文
化
活
動
の
促
進
と
、ふ
れ
あ
い
と

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、第
４
回
か
な
が
わ
シ
ル
バ
ー
美
術
展
を
開

催
し
ま
す
。

■
部
門
／
日
本
画
、
洋
画
、
書
、
工
芸
・

彫
刻
、
写
真

■
会
期
／
９
月　

日（
月
）〜　

月
１
日

２６

１０

（
土
）

■
会
場
／
横
浜
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
応
募
資
格
／
県
内
に
居
住
す
る　

歳
以

６０

上
（
平
成　

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

２１

れ
た
人
）
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方　

■
出
品
作
品
／
出
品
者
が
満　

歳
以
上
、

６０

ま
た
は
、　

歳
に
達
す
る
年
度
内
に
作

６０

成
し
た
未
発
表
の
も
の
。
応
募
点
数
は

部
門
を
問
わ
ず
１
人
１
点
。

■
応
募
締
切
／
８
月　

日（
火
）必
着

２３

■
作
品
搬
入
日
／
９
月　

日（
金
・
祝
）

２３

　

詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

センターから
の
お
知
ら
せ

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

か
な
が
わ
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

�　

－

　

－

８
７
３
４

０４５

３１１

　
 　

－

　

－

６
３
０
２

FAX
０４５

３１２

Ｕ
Ｒ
Ｌhttp://www.nenrin.or.jp/kanagawa

E-m
ail 　tyoujyu@

jinsyakyo.or.jp
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「個人情報保護法対策室」のホームページをご紹介します
　高度情報通信社会の進展に伴い個人情報の利用が著しく拡
大している現代、その個人情報の有用性に配慮しつつ、個人の
権利利益を保護することを目的に、平成１７年４月１日に完全
施行された個人情報保護法。㈱ＮＥＣネクサスソリューショ
ンズが運営するこのサイトは、個人情報保護法とはどんな法
律か？その対策方法は？といったことを紹介してくれます。 http://www.nec-nexs.com/privacy/index.html

「生命ある限り　生と死の
　ドキュメント　新装版」

Ｅ・キュブラー・ロス著

「福祉資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.progress.co.jp/members/
　jinsyakyo/tosyo/
～「新着情報コーナー」ができました。ぜひご利用ください ! ～

今月の福祉資料室
BOOK

BOOK

図　
　

書

資　
　

料

�

★
水
無
川（
小
杉
健
治
、

集
英
社
文
庫
）

児
童
虐
待
を
テ
ー
マ
に
、
次
世
代
育
成
支
援

計
画
策
定
都
市
で
あ
る
神
奈
川
県
秦
野
市
の

景
観
を
随
所
に
織
り
込
ん
で
い
る
。
親
と
子

の
愛
情
の
深
淵
、
家
族
の
絆
の
再
生
を
問
い

か
け
る
一
冊
。

★
障
害
保
健
福
祉
改
革
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

は
何
を
描
く
の
か
（
障
害
者
生
活
支
援
シ
ス
テ

ム
研
究
会
、
井
上
泰
司
・
塩
見
洋
介
、
か
も
が

わ
出
版
）

★
社
会
福
祉
法
人
の
た
め
の
個
人
情
報
保
護
Ｑ

＆
Ａ
（
國
廣
正
・
五
味
祐
子
、
全
社
協
）

★
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
〜
地
域
に
広
が

る
福
祉
ク
ラ
ブ
の
た
す
け
あ
い
（
福
祉
ク
ラ
ブ

生
活
協
同
組
合
、
中
央
法
規
）

★
自
分
で
で
き
る
介
護
予
防
〜
高
齢
者
の
介
護

予
防
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
厚
生
出
版
社
）

★
貧
困
と
社
会
的
排
除
〜
福
祉
社
会
を
蝕
む
も

の
（
岩
田
正
美
・
西
澤
晃
彦
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
）

★
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
生
き
方
（
島
田
恒
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ

新
書
）

★
地
域
ケ
ア
に
お
け
る
感
染
対
策
〜
在
宅
ケ
ア

・
施
設
ケ
ア
統
一
マ
ニ
ュ
ア
ル
〔
第
２
版
〕（
高

木
宏
明
、
医
歯
薬
出
版
）

★
福
利
協
会
五
十
年
の
あ
ゆ
み
（
�
神
奈
川
県

福
利
協
会
）

★
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
セ
ル
フ
ア
ド
ボ
カ
シ

ー
（
全
日
本
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）

★
脊
損
ヘ
ル
ス
ケ
ア
〜
基
礎
編
〔
日
本
せ
き
ず

い
基
金
レ
ポ
ー
ト　

〕（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
せ
き

08

ず
い
基
金
）

★
障
害
者
Ｉ
Ｔ
支
援
・
サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル
調
査

研
究
報
告
書
（
日
本
障
害
者
協
議
会
）

★
阪
神
・
淡
路
大
震
災　

年
記
念
誌
〜
震
災
か

10

ら　

年
〜
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
神
戸
市
社

10
協
）

★
シ
ニ
ア
世
代
の
生
活
実
態
＆
生
き
が
い
（
神

奈
川
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
）

★
養
育
環
境
と
子
ど
も
の
成
長
に
関
す
る
調
査

研
究
〜
離
婚
し
た
親
と
子
ど
も
の
声
を
聴
く

（
�
家
庭
問
題
情
報
セ
ン
タ
ー
）

★
平
成　

年
度
社
会
福
祉
行
政
業
務
報
告
（
福

15

祉
行
政
報
告
例
）（
厚
生
統
計
協
会
）

介護老人保健施設なぎさ
理学療法士　甲斐田　基

患者と家族・援助者の関わりが、写真と
胸に迫る文章で浮き彫りにされている。
私はリハビリを生業としているが、リハ
ビリの裏側では、「こんなからだでどう
生きたらいいんだ！何でこの私が？誰か
助けて！」という叫び声が響き渡ってい
る。完全治癒は多くなく、残存障害を引

　「さよならと言うま
で生きること」これが
本書の原題だ。末期癌

き受けるしかないのだ
が、そう簡単に納得出
来る訳もない。疲れる
世界である。本書は、
そんな心の渇きを癒
し、再び、傍らに立と
うとするエネルギーを
与えてくれる。重い内
容ではあるが、ぜひ一
読をお勧めしたい。

１９８２年刊、産業図書
定価１，９９５円（税込）

�

★
思
い
出
の
東
神
奈
川
ホ
ー

ム
（
�福
 

神
奈
川
県
福
祉
協
会
）

昭
和　

年
、
全
国
に
先
駆
け
て
開
設
さ
れ
、

２４

平
成　

年
３
月
で
そ
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

１６

た
、
低
所
得
勤
労
者
宿
泊
施
設
「
東
神
奈
川

ホ
ー
ム
」
の
記
念
誌
。
半
世
紀
に
わ
た
る
事

業
・
活
動
の
あ
ゆ
み
、
利
用
状
況
等
を
収
録

し
て
い
る
。
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日
本
福
祉
施
設
士
会
第　

回
関
東
甲
信
越

18

静
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

◇
内
容
＝
�
講
演
①
「
わ
が
人
生
を
振
り
返
っ

て
」（
�福
 

希
望
更
生
会
理
事
長
・
藤
木
幸
夫
）、

②
「
神
奈
川
の
第
三
者
評
価
・
ス
タ
ー
ト
か
ら

の
経
緯
」（
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評

価
推
進
機
構
理
事
長
・
川
廷
宗
之
）、
�
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
他

◇
日
時
＝
①
６
月　

日
�
〜　

日
�
午
前　

時

２１

２２

１２

　

分
開
会

４０◇
会
場
＝
横
浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
（
定

員　

人
）

３００
◇
参
加
費
＝
会
員
１
万
５
千
円
、
非
会
員
１
万

８
千
円
（
懇
親
会
費
、
宿
泊
費
別
途
）

◇
〆
切
り
＝
５
月　

日
�

２５

◇
申
し
込
み
・
問
合
せ
＝
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス

㈱
横
浜
支
店

�　

－

　

－

４
１
６
６

０４５

６４１

　
　

－

　

－

４
１
６
９

FAX
０４５

６４１

日
揮
社
会
福
祉
財
団
社
会
福
祉
助
成
事
業

◇
対
象
＝
県
内
の
①
障
害
者
又
は
高
齢
者
の
当

事
者
・
法
人
団
体
、
地
域
作
業
所
・
授
産
施
設
、

②
障
害
者
又
は
高
齢
者
福
祉
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
組
織
等

◇
助
成
内
容
・
助
成
金
＝
福
祉
設
備
・
機
器
購

入
費
、
事
業
活
動
費
（　

万
円
）、
事
業
運
営
費

３０

補
助
（　

万
円
限
度
）

１０

◇
〆
切
り
＝
５
月　

日
�
必
着

３１

◇
問
合
せ
＝
�
日
揮
社
会
福
祉
財
団

�　

－

　

－

３
３
９
１

０４５

７１４

　
　

－

　

－

３
４
０
４

FAX
０４５

７１４

第
３
回
ド
コ
モ
市
民
活
動
団
体
助
成
事
業

◇
助
成
対
象
＝
子
ど
も
育
成
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
子
ど
も
に
ふ
り
か
か
る
問
題
（
児
童
虐
待
、

非
行
、
不
登
校
、
貧
困
、
地
域
犯
罪
等
）
へ
の

取
り
組
み
に
対
す
る
助
成

◇
対
象
団
体
＝
国
内
に
活
動
拠
点
を
有
す
る
民

間
非
営
利
団
体
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
法
人
格
を
有
す

る
も
の
（
活
動
実
績
が
２
年
以
上
あ
る
団
体
）

◇
助
成
金
額
＝
一
件
あ
た
り　

万
円
を
標
準
と

５０

し
て　

万
円
を
上
限

１５０

◇
〆
切
り
＝
６
月　

日
�

３０

◇
問
合
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
モ
バ
イ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
（
ド
コ
モ
Ｍ
Ｃ
Ｆ
）

�　
－

５
５
４
５－

７
７
１
１

０３

　
　

－
５
５
４
５－

７
７
２
２

FAX
０３

�
太
陽
生
命
ひ
ま
わ
り
厚
生
財
団
社
会
福

祉
助
成
事
業

◇
対
象
・
助
成
金
額
＝
�
事
業
助
成：

①
高
齢

者
の
自
助
・
自
立
を
支
援
す
る
事
業
（　

〜　
３０

５０

万
）、
②
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
行

う
事
業
（　

〜　

万
）、
③
障
害
者
の
福
祉
に
関

２０

５０

す
る
啓
発
、
普
及
深
化
さ
せ
る
事
業
（　

〜　
３０

５０

万
）、
�
研
究
助
成：

老
人
保
健
、
生
活
習
慣
病

又
は
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
研
究
・
調
査
（　
３０

〜　

万
）

７０
◇
対
象
団
体
＝
財
団
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
非
営
利
の
民
間
団
体
等

◇
〆
切
り
＝
６
月　

日
�
必
着

３０

◇
問
合
せ
＝
�
太
陽
生
命
ひ
ま
わ
り
厚
生
財
団

�
・　
　

－

３
２
７
２－

６
２
６
８

FAX
０３

nformation

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

◇
主
旨
＝
昨
年　

月
に
Ｄ
Ｖ
防
止
法
が
全
面
施

１２

行
さ
れ
、
助
け
を
求
め
る
被
害
女
性
や
母
子
を

緊
急
一
時
保
護
し
た
後
、自
立
に
向
け
た
支
援
策

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
実
情
を
広
く
訴
え
、

自
立
支
援
の
た
め
の
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
＝
６
月　

日
�　

時
〜　

時　

分

１８

１１

１３

３０

◇
会
場
＝
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

◇
問
合
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ず
ら

�　

－

　

－

３
７
７
６

０４５

４５１

ど
う
す
れ
ば
福
祉
の
プ
ロ
に
な
れ
る
か

◇
内
容
＝
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
実
現
に
向

け
、
福
祉
現
場
で
の
現
状
打
破
の
方
法
な
ど
、

即
戦
術
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。

◇
日
時
＝
６
月
５
日
�　

時
〜　

時　

分

１３

１６

３０

◇
会
場
＝
ウ
イ
リ
ン
グ
横
浜

◇
参
加
費
＝
会
員
２
千
円
、
非
会
員
３
千
円

◇
〆
切
り
＝
５
月　

日
�

２５

◇
問
合
せ
＝
�
神
奈
川
県
社
会
福
祉
士
会

�　

－

　

－

２
０
４
５

０４５

３１７

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
付
金
】
▽
田
中
良
平
▽
脇
隆
志
▽
広
瀬
公
子
【
新
潟
県

中
越
大
震
災
義
援
金
】
▽
ユ
ッ
カ
の
会
【
と
も
し
び
基
金
】
▽
し

お
じ
会
▽
遠
藤
寂
香
▽
沼
倉
清
治
▽
不
動
湯
▽
�
積
善
会
曽
我
病

院
▽
総
合
病
院
衣
笠
病
院
▽
山
口
黎
二
▽
清
明
会
▽
梅
の
湯
▽
佐

藤
正
平
▽
ハ
イ
ラ
ン
ド
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
㈱
▽
ス
リ
ー
エ
フ
日

ノ
出
町
駅
前
店
▽
横
浜
西
区
浴
場
組
合
▽
森
下
さ
ん
を
祝
う
会
▽

日
本
信
販
㈱
横
浜
支
店　
　
　
　
　
　
（
計
七
五
三
、
三
一
二
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
東
電
労
組
神
奈
川
総
支
部
青
年
部
▽
渡
辺
和
枝

▽
大
妻
学
院
同
窓
会
大
妻
コ
タ
カ
記
念
会
神
奈
川
県
支
部
▽
ハ
マ

ハ
ウ
ス
㈱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
・
介
護
保
険
部
会
「
介
護
保
険
制
度
見
直
し
に
関
す

る
意
見
（
平
成
十
六
年
七
月
）」
で
は
、
認
知
症
ケ
ア
と
地
域
ケ
ア
を
推
進
す
る
観
点
か

ら
、
多
様
で
柔
軟
な
形
態
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
し
て
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
が

出
さ
れ
、
例
と
し
て
身
近
な
生
活
圏
域
で
「
通
い
」「
泊
ま
り
」「
訪
問
」「
居
住
」
な
ど

の
機
能
を
組
み
合
わ
せ
、
継
続
的
・
包
括
的
に
提
供
す
る
小
規
模
・
多
機
能
型
サ
ー
ビ

ス
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
人
や
家
族
の
状
態
の
変
化
に
応
じ
「
通
い
」
や
「
泊
ま
り
」
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
さ
れ
て
い
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
（
平
塚
市
）
を
訪
ね
、
大
見

京
子
代
表
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

三
百
六
十
五
日
・
二
十
四
時
間
、切
れ
目
の
な
い
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

サ
ー
ビ
ス
を
生
む
・
育
て
る

サ
ー
ビ
ス
を
生
む
・
育
て
る　
�2
 

「
小
規
模
・
多
機
能
サ
ー
ビ
ス
」と
は

　

在
宅
生
活
を
望
む
多
く
の
要
介
護
高

齢
者
が
、
施
設
へ
の
入
所
を
決
断
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
現
実
の
背
景
に

は
、
在
宅
で
は
三
百
六
十
五
日
・
二
十

四
時
間
の
介
護
の
安
心
を
得
る
こ
と
が

極
め
て
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
点
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

本
人
（
や
家
族
）
の
状
態
の
変
化
に
応

じ
て
、
様
々
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
、
切

れ
目
な
く
、
適
時
適
切
に
在
宅
に
届
け

ら
れ
る
と
い
っ
た
新
し
い
在
宅
介
護
の

仕
組
み
が
必
要
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
に
設
け
ら
れ
た
「
高
齢

者
介
護
研
究
会
」（
平
成
十
五
年
六
月
に

【
二
○
一
五
年
の
高
齢
者
介
護
】
と
し

て
報
告
）
に
お
い
て
も
、
日
中
の
通
い
、

一
時
的
な
宿
泊
、
さ
ら
に
は
緊
急
時
や

夜
間
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
サ
ー

ビ
ス
が
、
要
介
護
高
齢
者
（
家
族
）
の

必
要
に
応
じ
て
提
供
さ
れ
、
さ
ら
に
、

本
人
の
心
身
の
状
態
の
変
化
を
よ
く
把

握
し
て
い
る
同
じ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
行

わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
、
そ
の

た
め
に
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
・
複
合
的

に
提
供
で
き
る
拠
点
（
小
規
模
・
多
機

能
サ
ー
ビ
ス
拠
点
）
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
大
見
さ
ん
は
、
三
十
九
歳
の

時
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
認
知
症
を
併
発
し

た
実
父
の
介
護
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

介
護
を
中
心
と
す
る
日
々
の
中
、
通
常

の
生
活
が
出
来
な
い
状
態
が
続
き
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
日
々
の
中
で
、
実
父
が

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
も
、

ど
こ
か
に「
父
は
本
当
は
こ
の
地
域
に
、

こ
の
家
に
ず
っ
と
い
た
い
の
で
は
」
と

い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

宅
老
所「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」の
は
じ

ま
り

　

そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
友
人
と

「
何
か
小
さ
い
も
の
を
つ
く
り
た
い
」

と
意
気
投
合
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
、

住
み
慣
れ
た
わ
が
家
・
わ
が
ま
ち
に
住

み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
、
と
い

う
願
い
の
実
現
に
向
け
、
近
所
の
行
政

書
士
や
建
築
士
の
方
々
を
も
巻
き
込
ん

で
、
大
見
さ
ん
の
自
宅
を
改
修
し
平
成

十
三
年
七
月
に
小
さ
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
同
年
八
月
に
取
得

し
、
介
護
保
険
利
用
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
。
そ
し
て
介
護
保
険
以
外
の
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
、
自
主
事
業
と
位
置
づ

け
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
宿
泊
サ
ー

ビ
ス
（
利
用
は
会
員
制
で
す
）
を
併
せ

持
っ
た
小
規
模
・
多
機
能
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
十
名
の
定
員
が
徐
々
に
増

え
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

わ
ず
か
四
ヶ
月
で
定
員
を
満
た
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

使
い
勝
手
の
よ
さ
を
目
指
し
て

　

現
在
は
、
二
十
名
の
利
用
者
が
い
ま

す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
男
性
一
名
、
女
性
二
十

九
名
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
経
営
は
、

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
大
見
さ
ん
は
言

い
ま
す
が
、
交
代
制
勤
務
の
中
、
月
に

一
回
は
全
員
参
加
の
会
議
を
開
い
て
い

ま
す
。
職
員
ひ
と
り
一
人
が
自
分
達
の

宅
老
所
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
も
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。

　
「
利
用
者
に
と
っ
て
は
、自
宅
と
同
じ

よ
う
な
環
境
の
中
で
、
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
せ
る
よ
う
な
場
に
、
そ
し
て
介
護
者

に
と
っ
て
は
、
介
護
疲
れ
を
い
や
し
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ

し
て
ど
ん
な
緊
急
時
に
も
三
百
六
十
五

日
・
二
十
四
時
間
対
応
で
き
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
場
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
と
っ

て
使
い
勝
手
の
よ
い
宅
老
所
で
あ
り
た

い
」
と
言
葉
を
続
け
ま
し
た
。

　

使
い
勝
手
の
よ
さ
は
、
型
に
は
め
込

め
な
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
拠
点
で
あ

る
こ
と
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

宅
老
所
の
特
色

　

続
け
て
、「
老
夫
婦
の
み
の
世
帯
で
、

ごく普通の一軒家を改修した宅老所「ひなたぼっこ」
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ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク

　私たちの会は、神奈川県内に居住又は勤務
する社会福祉士で構成している職能団体です。
　１９９２年１１月に３７名で任意団体として立ち上
げました。２００１年６月、社団法人となり、現
在約１４００名の会員が設立趣意書の下に活動し
ています。活動の主なものは、①権利擁護相
談活動、②成年後見活動、③社会福祉にかか
る情報提供と啓発活動、④福祉サービスの質
の向上のための業務評価や苦情処理へのかか
わり等です。
　成年後見関係では、特別の研修を受けた会
員が権利擁護相談に携わるほか、家庭裁判所
等からの依頼による法定後見受任者として活
動しています。また、２００５年３月から、法人
自体が成年後見人等に就任する法人後見も始
めています。相談活動（成年後見）は、目下
は、無料にて電話に限り応じています（毎週
火・木・土曜日１０：００～１５：００�０４５－３１４－
０００７）
　また、成年後見地域啓発相談事業の推進に
ついて、２００１年度から毎年県内の三地区にお
いて啓発セミナーと無料相談会を開催してい
ます。これには、神奈川県共同募金会等から
の配分助成、さらに横浜弁護士会及びリーガ
ルサポートかながわ（神奈川県司法書士会）
のご協力を得て実施しています。
　平成１２年の社会福祉の基礎構造改革によっ
て、利用者と福祉サービス提供者との対等な
関係の確立等が要請され、それに伴い、福祉
サービスの質の評価が社会的な課題の一つと
なっています。本会も福祉サービス第三者評
価事業を実施するための準備を進めています。
　社会福祉の基本理念の一つは、個人の尊厳
・人権の確立と言われます。介護保険制度改
革の中で、「地域包括支援センター構想」が企
画されています。そこに配置される社会福祉
士が、コミュニティーソーシャルワーカーと
して、その人らしく生きることを支援する努
力に対し、本会は支援を惜しまないでしょ
う。

「その人らしく生きること
　　　　その支援を目指して」

（社）神奈川県社会福祉士会
事務局長　鈴木　清

で
す
。

　

ま
た
大
見
さ
ん
は
、「
特
に
お
正
月

の
三
が
日
（
※
三
が
日
は
事
前
申
込
み

制
）
は
、
年
々
申
込
み
が
増
え
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
お

正
月
に
も
商
売
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

や
、
こ
れ
が
良
い
か
ど
う
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
お
正
月
く
ら
い
ゆ
っ
く
り
過

ご
し
た
い
と
い
う
ご
家
族
も
あ
り
、
受

け
入
れ
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ひ
な
た
ぼ
っ
こ
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
こ
と
、
こ
こ
に
通
っ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
、
こ
こ
が

あ
り
、
帰
る
家
が
あ
る
。
家
に
帰
っ
た

と
き
、『
夕
食
が
お
い
し
か
っ
た
よ
』
と

家
族
に
言
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
家
族
も

安
心
で
き
ま
す
か
ら
」
と
お
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

ひ
な
た
ぼ
っ
こ
は
、
利
用
者
の
み
な

ら
ず
、
介
護
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

151

　

平
塚
駅
南
口
か
ら
徒
歩
五
分
の
と
こ

ろ
に
あ
る
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
は
、
閑
静
な

住
宅
街
の
一
角
に
あ
り
、
ご
く
ご
く
普

通
の
一
軒
家
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
。

　

取
材
を
通
し
て
、
大
見
さ
ん
ご
自
身

の
介
護
経
験
と
、
そ
の
中
で
感
じ
た
思

い
が
、
い
ま
の
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
の
活
動

実
践
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
近
く
の
小
学
校
に
通
う
職
員

の
子
ど
も
は
、
ま
ず
は
、
ひ
な
た
ぼ
っ

こ
に
帰
っ
て
利
用
者
に
学
校
で
あ
っ
た

出
来
事
な
ど
の
お
話
を
す
る
そ
う
で

す
。
そ
こ
に
は
ま
さ
に
地
域
に
密
着
し

た
サ
ー
ビ
ス
な
ら
で
は
の
普
通
の
生
活

の
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、そ
の
家
族
の
方
々

が
、
毎
日
を
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
と
い
う
視
点
に
加
え
、

職
員
の
方
々
に
も
働
き
や
す
い
環
境
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
介
護
を
必
要
と

す
る
方
々
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
人
の

尊
厳
を
大
事
に
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
感
じ
ま
し
た
。

献
身
的
な
介
護
を
続
け
て
い
た
ご
主
人

が
入
院
し
て
し
ま
い
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
か
ら
緊
急
性
の
連
絡
が
入
り
ま
し

た
。
ご
主
人
が
退
院
す
る
ま
で
の
二
週

間
ほ
ど
宿
泊
し
て
い
た
だ
き
、
元
気
に

退
院
さ
れ
た
ご
主
人
が
迎
え
に
来
ら
れ

ま
し
た
。

　

他
に
も
、
認
知
症
高
齢
者
の
ご
家
族

か
ら
の
依
頼
で
、
葬
儀
に
よ
る
緊
急
一

時
対
応
な
ど
の
例
も
幾
つ
か
あ
り
ま

す
」
と
大
見
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
は
、
ま
さ
に
小

規
模
・
多
機
能
型
サ
ー
ビ
ス
だ
か
ら
こ

そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
発
揮
し
て
、
柔
軟
な

対
応
を
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
、
利
用

者
や
家
族
に
対
し
て
、
安
心
を
い
つ
で

も
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
が
さ
れ
る
も
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

�
０
４
６
３－

　

－

２
５
１
１
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http://www.n-shonan.com
/hina

tabokko/

今
月
の
視
点
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自
然
の
中
で
育
つ
こ
と
。生
か
し
て
く
れ
る
も
の
。

葉
山
に
こ
に
こ
保
育
園
（
葉
山
町
）

新築・増築・改修等お気軽にご相談ください

入所更生施設Ｓ（厚木市）

　

現
代
で
は
食
品
が
要
因
と
な
っ
て
ア

ト
ピ
ー
等
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
幼
少
時
か
ら
「
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
」
な
ど
に
か
か
っ
た

子
ど
も
は
、
他
の
ア
レ
ル
ギ
ー
も
引
き

起
こ
し
や
す
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
疾
患
に
よ
る
症
状
か
ら
睡
眠
障

害
や
、
食
事
制
限
な
ど
、
生
活
の
影
響

が
多
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

葉
山
町
に
あ
る
「
葉
山
に
こ
に
こ
保

育
園
」（
今
泉
岳
雄
園
長
）。
平
成
十
六

年
四
月
に
認
可
保
育
園
と
し
て
開
園

し
、
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
ア
ト
ピ

ー
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
の

保
育
園
の
開
設
の
き
っ
か
け
や
、
現
在

の
取
り
組
み
な
ど
、
事
務
局
の
松
尾
真

弓
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

自
然
の
中
の
食
と
遊
で
健
や
か
に

　

平
成
元
年
、
川
崎
市
に
住
ん
で
い
た

松
尾
さ
ん
は
、
ご
自
身
の
お
子
さ
ん
が

喘
息
に
か
か
り
、
そ
の
症
状
の
改
善
の

た
め
に
、葉
山
町
に
越
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
、
町
に
は
保
育
園
が
一
ヵ
所
し

か
な
く
、
地
域
で
は
、
保
育
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

古
い
民
家
を
借
り
、
認
可
外
保
育
園
と

し
て
六
名
の
子
ど
も
と
パ
ー
ト
を
含
む

職
員
三
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
添
加
物
の
な
い
自
然
に
近
い
給
食

を
提
供
し
、
保
育
内
容
に
つ
い
て
は
、

葉
山
の
自
然
を
た
っ
ぷ
り
満
喫
し
、
山

へ
川
へ
、
そ
し
て
海
へ
と
歩
き
ま
す
。

良
い
食
事
を
取
る
こ
と
、
足
を
十
分
に

使
っ
て
歩
く
こ
と
は
自
律
神
経
の
発
達

を
促
し
、
免
疫
力
も
強
化
さ
れ
、
そ
の

症
状
は
驚
く
ほ
ど
の
改
善
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
松
尾
さ
ん
は
話
し

ま
す
。

　

し
か
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
持
つ

子
ど
も
は
減
る
傾
向
に
は
な
く
、
入
園

の
た
め
に
越
し
て
く
る
方
も
で
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
症
状
を
持
た

な
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
同
園

の
食
と
遊
び
は
良
い
も
の
で
あ
り
、
よ

り
多
く
の
子
ど
も
の
保
育
の
場
と
す
る

た
め
に
、
平
成
十
五
年
七
月
に
県
下
で

三
番
目
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
の
認
可

保
育
園
と
し
て
開
園
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
児
童
数
は
六
十
九
名
。
建
物

に
も
こ
だ
わ
り
、
木
造
の
園
舎
で
無
垢

の
木
の
床
、
む
き
出
し
の
梁
、
そ
し
て

エ
ア
コ
ン
を
使
わ
ず
自
然
の
風
を
取
り

入
れ
た
生
活
空
間
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

食
に
つ
い
て
も
個
々
に
対
応
し
た
献

立
を
作
成
し
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
な
る
食

材
は
全
般
的
に
控
え
る
な
ど
の
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
べ
る
だ
け
で

な
く
、実
際
に
野
菜
栽
培
や
、
海
産
物

の
採
取
な
ど
の
体
験
を
と
お
し
て
食
育

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
食
事
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
い
、
自
然
の
中
で
遊

び
、
た
く
ま
し
く
な
っ
た
と
好
評
を
得

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
泉
園
長
は
、「
自
然
の
中
で
遊
び
、

食
事
も
健
全
素
材
を
使
う
こ
と
で
、
ま

さ
に
自
然
が
子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
成

長
を
促
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
自
然
環

境
が
少
な
い
地
域
で
も
、
意
識
的
に
自

然
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
り
、
体
を
動

か
す
こ
と
、
そ
れ
が
大
切
な
こ
と
と
思

い
ま
す
」
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

（
企
画
課
）

－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８

TEL ０３（３４４９）１７７１�／FAX ０３（３４４９）１７７２
E－mail：yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL：www.yasue-sekkei.co.jp

異年齢保育も大切にし、天気にも恵まれたこ
の日、近くの山にハイキングに出かけました

葉
山
に
こ
に
こ
保
育
園
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